
死 亡 災 害 ゼ ロ

30 年 以 上 継 続

2経 営 基 盤 の 強 化  安 全 確 保

労 働 安 全 衛 生
当社グループが目指す「変革への挑戦」および持続的な価値創造は、従業員一人ひとりが安全かつ

健康に働き、最大限のパフォーマンスを発揮できる環境があって初めて実現します。当社は、「従業

員の安全と健康はすべてに優先する」という基本理念のもと、安全管理と健康経営の両輪により、

強靭な組織基盤の構築に取り組んでいます。

SAFETY

　当社は「安全衛生方針」のもと、法令遵守を前提に、「災

害ゼロ・健康被害ゼロ」の職場づくりを目指しています。さ

らに、2024年度には「パーカー安全の4つの誓い（安全の

最優先、ルールの遵守、危険行動の排除、危険の見極め）」

を新たに定め、全社的な安全文化の定着を推進しています。

また、従業員の心身の健康を重要な経営要素と位置づけ、

「健康経営」を推進し、一人ひとりが安心して能力を最大限

に発揮できる、人的資本の価値向上につなげています。

　当社は、安全衛生マネジメントを環境マネジメントシステ

ム（ISO14001）に包括し、全社で統一した効率的な運用体

制を構築しています。具体的には、経営層や労働組合が参

加する「中央安全衛生環境委員会（年2回、以下「中安」）」

と、現場の「事業場安全衛生環境委員会（毎月）」が連携して

います。現場における労災情報やシステム監査結果は適切

に集約され、日々の安全衛生管理や個別対応に活用する仕

組みを整えています。その上で、全社的な対応が必要な重

要事項等については、中安においてマネジメントレビューと

して審議され、策定された全社方針や対策を各事業場へ展

開しています。このように、実態に即した着実なPDCAサイ

クルを回すことで、グループ全体の安全衛生レベルの底上

げを図っています。この体制をより強固なものへと進化さ

せるべく、当社の創業100周年に向けて、製造部を対象と

した労働安全衛生の国際規格「ISO45001」の取得に向け

た活動を開始しました。

 方針

 体制　〜環境・安全一体の独自マネジメント〜

　当社グループは、「安全衛生方針」および「パーカー安全

の4つの誓い」のもと、現場で働くすべての人々の安全と健

康の確保を最優先に取り組んでいます。安全活動の重要目

標として、「2030年度までに労働災害度数率0.50」を掲げ、

災害ゼロの実現を目指しています。2025年度は死亡災害ゼ

ロを30年以上連続で維持するとともに、労働災害強度率も

改善するなど一定の成果を上げました。一方で、当社単体

の労働災害度数率は製造業平均を上回る結果となっており、

さらなる安全対策の強化が必要であると認識しています。

　この課題に対応するため、グループ全体の安全標準化を

推進し、2026年4月に「パーカーグループ安全基準（PS-S：

Parker Standard-Safety）」を制定しました。本基準は、	

グループ各社の構内および工事作業における安全で安心な

職場環境の実現を目的としており、労働安全衛生関連法令

に基づき、各社で共有すべき最低限の事項をまとめたグルー

プ共通の基本ルールです。グローバル品質ワーキンググ

ループが策定し、各社が業務内容や事業特性に応じて必要

な補足や詳細を加えながら運用しています。今後は、本基準

の多言語展開を進めるとともに、リスクアセスメントの実践

や安全衛生教育の充実を図り、作業ごとの重要ポイントや

危険箇所への理解を深めることで、国内外を問わず労働災

害の未然防止と安全文化の定着を推進し、「災害ゼロ・健康

被害ゼロ」の実現を目指します。

 指標と実績

　当社は、ハード面（設備・環境）とソフト面（教育・ルール

徹底）の双方から、安全で快適な職場環境づくりを推進して

います。現場視点での継続的な改善活動（KY活動やヒヤ

リ・ハットの収集）をはじめ、化学物質リスクアセスメント、

各階層に応じた安全衛生教育など、全社を挙げて安全管理

レベルの維持・向上に取り組んでいます。

 安全管理

主な取り組み

分類 取り組みテーマ 具体的な施策

現場リスクの低減 リスクアセスメント・KY活動 作業標準の見直し、化学物質リスクアセスメントの実施、ヒヤリ・ハットの収集・分析

安全意識の定着 安全衛生教育・啓発 「全国安全週間」に合わせた社内安全衛生大会・表彰の実施、業務に応じた安全教育

労働災害度数率

安全衛生環境マニュアル準拠　PDCA 図

労働災害強度率

 日本パーカライジング単体　  日本パーカライジング+国内グループ8社※1　  製造業平均※2
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Plan
（計画）

Act
（改善）

Do
（実行）

Check
（評価）

Do（実行）
 資源確保・教育訓練・力量向上
 運用基準に基づく日常管理
 購買・委託先を含めた運用管理
 緊急事態への準備と対応

Plan（計画）
 外部・内部課題の把握
 �利害関係者ニーズ／遵守義務の整理
 環境側面・リスク／機会の抽出
 重要課題・リスク／機会の抽出

Check（評価）
 システム監査・安全衛生巡視
 監視・測定・分析・評価
 遵守評価・進捗確認

Act（改善）
 中央安全衛生環境委員会
 不適合是正処置・再発防止
 目標・手順・重要課題の見直し
 継続的改善

安全衛生方針および環境・安全一体のマネジメント体制、具体的な	
活動の詳細については、当社ホームページをご確認ください。

※1 �請負者含む国内グループ8社：パーカーエンジニアリング（株）、パーカー加工（株）、大分パーカライジング（株）、	
小松パーカライジング（株）、日本カニゼン（株）、浜松熱処理工業（株）、ミリオン化学（株）、共同輸送（株）

※2 厚生労働省白書労働災害動向調査（事務所調査（事業所規模100人以上）および総合工事業調査）の概況より
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